
コロンビア政治外交定期報告（２０２５年１２月及び２０２６年１月） 

 

１ 内政 

（１）クラン・デル・ゴルフォとの和平交渉 

 １２月７日、コロンビア政府はカタールにおいてクラン・デル・ゴルフォと和平交渉を行

い、同組織構成員の暫定居住区への移動について合意したと発表した。この合意を受け、同

違法武装組織幹部に対する逮捕命令が停止された。 

 

（２）民主中道党の大統領候補選出 

 １２月１６日、民主中道党は同党が実施した世論調査結果を基に、パロマ・バレンシア上

院議員が大統領選候補者として選出されたと発表した。 

 

（３）ボニージャ元財務大臣及びベラスコ元内務大臣の逮捕 

 １２月１８日、国家防災局（UNGRD）を巡る裏金資金疑惑に関与した容疑でボニージャ

元財務大臣及びベラスコ元内務大臣が逮捕された。同疑惑では、ペトロ政権幹部が議会対策

のために国家防災局予算で裏金を捻出し、議会幹部等に資金を提供していたとされる。 

 

（４）和平特別法廷による判決 

 １２月１９日、和平特別法廷（JEP）は、プブリオ・メヒア退役大佐に対し、セサル県バ

ジェドゥパルにおける戦果偽装殺人ケースで７２件の超法規的処刑に関与したとして２０

年の懲役刑を言い渡した。 

 

（５）政府が経済非常事態宣言を発令 

 １２月２２日、コロンビア政府は政令により経済非常事態を宣言し、来年度予算の歳入不

足を補うための増税措置をとると発表した。これに対し、野党議員を中心に本件宣言が違憲

であるとの批判が広がった。 

 

（６）国軍のベネズエラ国境への展開 

 １月３日に発生した米軍によるマドゥーロ・ベネズエラ大統領拘束を受け、コロンビア国

軍はベネズエラとの２２００キロに及ぶ国境沿いに約３万人の兵士を配備するとともに、

統合指揮所を設置するなどの措置を講じた。 

 

（７）平等衡平大臣の交代 

 １月１４日、フロリアン平等衡平大臣はペトロ大統領の意向を受けて大臣職を辞任した。

これにより、ペトロ政権下では計５８人目となる大臣交代が行われたこととなる。 

 



（８）経済非常事態宣言に対する一時差止め命令 

 １月２９日、憲法裁判所は、複数の違憲審査要請が出ていた経済非常事態宣言に関し、税

収への損害を回避する目的で、正式な判決が出るまでの間その効力を一時差止める決定を

行った。これに対し、ペトロ大統領は富裕層に配慮した決定であるとして反発した。 

 

２ 外交 

（１）トランプ大統領、ペトロ大統領に対する警告を発する 

 １２月１０日、トランプ大統領はコロンビアが麻薬を米国に輸出しているとして、ペトロ

大統領に対しマドゥーロ大統領の次の標的になるとの警告を発した。これに対し、ペトロ大

統領はトランプ大統領がコロンビアの状況を誤解していると反発した。 

 

（２）ペトロ大統領によるカスト・チリ次期大統領に対する批判 

 １２月１５日、ペトロ大統領は新たに選出されたカスト・チリ次期大統領について、ファ

シスト等の批判を行った上で今次選出を容認することはできない旨発信した。これに対し、

チリ政府はコロンビアへの抗議書簡を発出した。 

 

（３）米国、クラン・デル・ゴルフォをテロ組織に指定 

 １２月１６日、米国政府はクラン・デル・ゴルフォをテロ組織に指定した。この措置はカ

タールにおいてコロンビア政府がクラン・デル・ゴルフォと和平交渉を行って間もないタイ

ミングでとられた。 

 

（４）コロンビア、国連安保理非常任理事国に就任 

 １月１日、コロンビアは安保理非常任理事国に就任した。任期は２０２７年末までの２年

間。 

 

（５）コロンビア、米軍によるマドゥーロ・ベネズエラ大統領の拘束を拒絶 

 １月３日、ベネズエラにおいて米国がマドゥーロ・ベネズエラ大統領を拘束したことを受

け、ペトロ大統領及びコロンビア外務省はこれを拒絶する立場を表明した。 

 

（６）ペトロ大統領とトランプ大統領の電話会談 

 １月７日、ペトロ大統領はトランプ大統領と電話会談を行った。同会談では、両大統領間

のコミュニケーションを確立するとともに、ワシントンでコロンビア・米国首脳会談を実施

することが合意された。 

 

（７）エクアドルによるコロンビアへの関税措置 

 １月２１日、エクアドルはコロンビアが麻薬対策に非協力的であるとして、コロンビアか



らの輸入品に対し３０％の関税を課すと発表した。これに対し、コロンビア政府はエクアド

ルに対し、電力供給を制限するとともに、エクアドル産品２０品目に３０％の関税を課すと

発表した。 

 

（８）コロンビア、太平洋同盟議長国をメキシコに引き継ぐ 

 １月３０日、太平洋同盟閣僚会合が開催され、２０２５年に同同盟議長国を務めたコロン

ビアはメキシコに議長職を引き継いだ。なお、コロンビアは議長国として、コスタリカの加

盟や ASEANとの関係強化を促進した。 

 

（了） 


